
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
の
分
析
言
語 

 
 

ボ
ル
ヘ
ス 

 

『
大
英
百
科
事
典
』（
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
）
十
四
版
は
、
そ
れ
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
た
ジ
ョ
ン
・

ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
の
項
目
を
省
い
て
い
る
。
項
目
は
二
〇
行
か
ら
な
る
伝
記
的
内
容
の
も
の
で
あ
る
│
│
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
は

一
六
一
四
年
に
生
ま
れ
、
一
六
七
二
年
に
亡
く
な
っ
た
。
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
は
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ル
イ
ス
（
＊
）

の
私
設
牧
師
を
勤
め
た
。
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
某
学
寮
の
学
寮
長
に
任
じ
ら
れ
た
。
ウ
ィ
ル
キ
ン

ズ
は
英
国
王
立
協
会
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
＊
）
初
代
の
事
務
局
長
で
あ
っ
た
、
等
々
。
項
目
が
こ
の
よ
う
に
瑣
末

な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
省
略
は
正
当
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
が
彼
の
理
論
的
仕
事
を
考
え
る
と

き
、
そ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。
彼
は
愉
快
な
好
奇
心
に
富
ん
で
い
た
。
彼
の
関
心
は
神
学
、
暗
号
書
記
法
、
音
楽
、
蜜
蜂

の
透
視
巣
箱
の
作
り
方
、
見
え
な
い
惑
星
の
軌
道
計
算
、
月
世
界
旅
行
の
可
能
性
、
国
際
語
の
可
能
性
と
そ
の
原
理
な
ど

に
お
よ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
最
後
の
問
題
に
、『
真
正
の
文
字
と
学
問
的
言
語
の
た
め
の
試
論
』（
四
つ
折
判

六
〇
〇
頁
、
一
六
六
八
年
）
な
る
一
書
を
献
げ
た
。
わ
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
立
図
書
館
に
は
こ
の
本
が
な
い
。
こ
の
記
事

を
書
く
た
め
に
、
わ
た
し
は
以
下
の
諸
書
を
参
照
し
た
。
Ｐ
・
Ａ
・
ラ
イ
ト
・
へ
ン
ダ
ソ
ン
『
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ

の
生
涯
と
時
代
』
（
一
九
一
〇
年
）
、
フ
リ
ッ
ツ
・
マ
ウ
ト
ナ
ー
（
＊
）
『
哲
学
辞
典
』
（
一
九
二
四
年
）
、
Ｅ
・
シ
ル
ヴ
ィ

ア
・
パ
ン
ク
ハ
ー
ス
ト
（
＊
）
『
デ
ル
フ
ォ
ス
』
（
一
九
三
五
年
）
、
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
・
ホ
グ
ベ
ン
（
＊
）
『
危
険
な
思
想
』

（
一
九
三
九
年
）。 



 
か
つ
て
あ
る
女
性
を
相
手
に
言
語
談
義
を
始
め
た
こ
と
が
あ
る
。
間
投
詞
と
破
格
文
を
ふ
ん
だ
ん
に
ま
き
散
ら
し
な
が

ら
、
彼
女
は'l

un
a'

の
方
が'

mo
on
'

よ
り
表
現
力
に
富
む
（
逆
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
と
主
張
し
て
、
こ
ち
ら
の
言
う

こ
と
な
ど
頑
と
し
て
受
け
つ
け
な
い
。
こ
う
し
た
決
着
の
つ
け
よ
う
の
な
い
論
争
で
閉
口
し
た
覚
え
は
、
誰
し
も
一
度
は

経
験
の
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
極
め
て
単
純
な
「
月
」
な
る
物
体
を
表
わ
す
こ
と
ば
と
し
て
、
二
音
節
語'

lun
a'

よ
り
も
一

音
節
語'

mo
on'

の
方
が
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
自
明
の
発
言
を
別
に
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
論
争
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
も
の
は
何
も
な
い
。
複
合
語
や
派
生
語
を
除
い
て
し
ま
え
ば
、
世
界
の
全
て
の
言
語
（
ヨ
ハ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ン
・

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
の
《
ヴ
ォ
ラ
ピ
ュ
ッ
ク
（
＊
）
》
や
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ペ
ア
ノ
の
ロ
マ
ン
ス
語
風
な
国
際
語
《
イ
ン
テ
ル
リ

ン
グ
ア
（
＊
）》
も
含
め
）
は
、
ど
れ
も
特
に
表
現
力
豊
か
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
王
立
言
語
ア
カ
デ
ミ
ー
（
＊
）

の
刊
行
に
な
る
『
文
法
』
は
ど
の
版
も
「
わ
が
豊
か
な
ス
ペ
イ
ン
語
は
生
新
適
確
に
し
て
表
現
力
に
富
む
語
彙
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
こ
の
宝
庫
は
諸
国
民
羨
望
の
的
で
あ
る
」
と
謳
う
が
、
こ
れ
は
確
証
の
な
い
単
な
る
空
威
張
り
に
す
ぎ
な
い
。

ス
ペ
イ
ン
語
の
語
句
を
定
義
す
る
た
め
、
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
は
数
年
お
き
に
辞
典
を
刊
行
す
る
。
十
七
世
紀
半
ば
ウ
ィ
ル

キ
ン
ズ
が
考
案
し
た
世
界
語
に
お
い
て
は
、
各
々
の
単
語
は
ひ
と
り
で
に
定
義
さ
れ
る
。
す
で
に
一
六
二
九
年
十
一
月
付

の
手
紙
の
な
か
で
、
デ
カ
ル
ト
は
十
進
法
を
使
え
ば
、
万
物
の
命
名
法
と
新
し
い
言
語
、
つ
ま
り
数
字
言
語
（
ｌ
）
を
使

っ
た
そ
の
書
記
法
を
た
っ
た
の
一
日
で
覚
え
ら
れ
る
と
記
し
て
い
る
。
彼
は
ま
た
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
思
考
を
組
織
し
包

含
す
る
よ
う
な
、
類
似
の
普
遍
言
語
の
創
造
を
主
張
し
た
。
一
六
六
四
年
ご
ろ
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
が
こ
の
課
題

に
着
手
し
た
。 

 

ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
は
宇
宙
を
四
〇
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
い
し
《
類
》
に
分
け
る
が
、《
類
》
は
《
差
》
に
、《
差
》
は
さ
ら
に



《
種
》
に
分
か
た
れ
る
。
お
の
お
の
の
《
類
》
に
は
、
二
文
字
の
単
音
節
語
が
あ
て
ら
れ
、
お
の
お
の
の
《
差
》
に
は
子

音
、
お
の
お
の
の
《
種
》
に
は
母
音
が
あ
て
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
た
と
え
ば
ｄ
ｅ
は
四
大
を
、
ｄ
ｅ
ｂ
は
四
大
の
最
初

で
あ
る
火
を
、
ｄ
ｅ
ｂ
ａ
は
火
の
一
部
を
な
す
炎
を
意
味
す
る
。
ル
テ
リ
エ
が
考
案
し
た
類
似
の
言
語
（
一
八
五
〇
年
）

で
は
、
ａ
は
動
物
、
ａ
ｂ
は
哺
乳
動
物
、
ａ
ｂ
ｉ
は
草
食
動
物
、
ａ
ｂ
ｉ
ｖ
は
馬
科
の
動
物
、
ａ
ｖ
ｏ
は
肉
食
動
物
、
ａ

ｈ
ｏ
ｊ
は
猫
科
の
動
物
、
ａ
ｂ
ｏ
ｊ
ｅ
は
猫
、
等
々
を
意
味
す
る
。
ま
た
ボ
ニ
フ
ァ
シ
オ
・
ソ
ト
ス
・
オ
チ
ャ
ン
ド
（
＊
）

の
言
語
（
一
八
四
五
年
）
で
は
、
ｉ
ｍ
ａ
ｂ
ａ
は
建
物
、
ｉ
ｍ
ａ
ｃ
ａ
は
娼
家
、
ｉ
ｍ
ａ
ｆ
ｅ
は
病
院
、
ｉ
ｍ
ａ
ｆ
ｏ
は

ペ
ス
ト
避
病
院
、
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
は
家
、
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
は
別
荘
、
ｉ
ｍ
ｅ
ｄ
ｅ
は
大
柱
、
ｉ
ｍ
ｅ
ｄ
ｏ
は
支
柱
、
ｉ
ｍ
ｅ
ｇ

ｏ
は
床
、
ｉ
ｍ
ｅ
ｌ
ａ
は
天
井
、
ｉ
ｍ
ｏ
ｇ
ｏ
は
窓
、
ｂ
ｉ
ｒ
ｅ
は
製
本
職
工
、
ｂ
ｉ
ｒ
ｅ
ｒ
は
「
製
本
す
る
」
を
意
味

す
る
。（
こ
の
最
後
の
も
の
は
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
一
八
八
六
年
に
出
版
さ
れ
た
一
書
（
ペ
ド
ロ
・
マ
ー
ク
博
士
『
世

界
語
の
発
展
』
）
の
な
か
で
見
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
） 

 

ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
の
分
析
言
語
で
使
わ
れ
る
語
は
愚
か
し
い
恣
意
的
記
号
で
は
な
い
。
カ
バ
ラ
学
者
に
と
っ
て

聖
書
の
文
字
が
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
語
を
形
成
す
る
お
の
お
の
の
文
字
は
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
マ

ウ
ト
ナ
ー
は
言
う
│
│
子
供
た
ち
は
人
工
語
と
は
意
識
せ
ず
に
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
の
分
析
言
語
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
後
年
学
校
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
彼
ら
は
そ
れ
が
世
界
を
開
く
鍵
で
あ
り
、
秘
密
の
百
科
辞
典
で
あ
る
こ
と

を
知
る
だ
ろ
う
、
と
。 

 

ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
の
方
法
を
定
義
し
た
あ
と
、
繰
延
べ
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
む
つ
か
し
い
一
つ
の
問
題
│

│
こ
の
言
語
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
第
四
〇
表
の
意
味
│
│
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
石
を
あ
つ
か
っ
た
第
八
類
を



考
え
て
み
よ
う
。
彼
は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
│
│
普
通
（
燧
石
、
砂
礫
、
粘
板
岩
）
、
中
間
（
大
理
石
、
琥
珀
、

珊
瑚
）
、
貴
重
（
真
珠
、
蛋
白
石
（
オ
パ
ー
ル
）
）
、
透
明
（
紫
水
晶
、
青
玉
（
サ
フ
ァ
イ
ア
）
）
、
不
溶
（
石
炭
、
粘
土
、

砒
石
）。
第
九
類
も
第
八
頬
同
様
に
驚
く
べ
き
も
の
だ
。
こ
こ
で
は
金
属
が
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
│
│
未
完
（
辰
砂
、

水
銀
）
、
人
造
（
青
銅
、
裏
盆
）
、
廃
物
（
鑢
屑
、
銹
）
、
天
然
（
金
、
錫
、
銅
）。
鯨
は
第
一
六
類
に
現
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
長
方
形
の
胎
生
魚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
類
に
見
ら
れ
る
曖
昧
・
重
複
・
欠
点
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
ー
ン
博
士
（
＊
）

が
『
善
知
の
天
楼
（
＊
）
』
な
る
中
国
の
百
科
辞
典
に
つ
い
て
指
摘
し
た
の
と
同
じ
特
徴
を
思
い
お
こ
さ
せ
る
。
こ
の
遥

か
彼
方
の
書
物
で
は
、
動
物
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
│
│
ａ
皇
帝
に
帰
属
す
る
も
の
、
ｂ
芳
香
を
発

す
る
も
の
、
ｃ
調
教
さ
れ
た
も
の
、
ｄ
幼
豚
、
ｅ
人
魚
、
ｆ
架
空
の
も
の
、
ｇ
野
良
犬
、
ｈ
こ
の
分
類
に
含
ま
れ
る
も
の
、

ｉ
狂
っ
た
よ
う
に
震
え
て
い
る
も
の
、
ｊ
無
数
の
も
の
、
ｋ
立
派
な
駱
駝
の
刷
子
を
ひ
き
ず
っ
て
い
る
も
の
、
ｌ
そ
の
他

の
も
の
、
ｍ
花
瓶
を
割
っ
た
は
か
り
の
も
の
、
ｎ
遠
く
で
見
る
と
蝿
に
似
て
い
る
も
の
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
書
誌
学
会
の
分

類
も
出
鱈
目
な
も
の
だ
。
宇
宙
は
一
〇
〇
〇
の
項
目
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
二
六
二
番
は
教
皇
、
二
八
二
番
は
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
二
六
三
番
は
主
の
日
（
日
曜
日
）
、
二
六
八
番
は
日
曜
学
校
、
二
九
八
番
は
モ
ル
モ
ン
教
、
二
九
四

番
は
バ
ラ
モ
ン
教
・
仏
教
・
神
道
・
道
教
に
そ
れ
ぞ
れ
照
応
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
異
質
な
内
容
か
ら

な
る
項
目
も
容
認
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
一
七
九
番
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
│
│
「
動
物
虐
待
、
動
物
保
護
、
決

闘
と
自
殺
の
道
徳
的
含
意
、
諸
種
の
悪
徳
と
欠
点
、
諸
種
の
美
徳
と
美
点
」。 

 

ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
、
無
名
の
（
ま
た
は
非
公
認
の
）
中
国
の
百
科
辞
典
編
纂
者
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
書
誌
学
会
、
そ
れ
ぞ
れ

に
見
ら
れ
る
恣
意
性
に
つ
い
て
わ
た
し
は
述
べ
た
。
明
ら
か
に
、
宇
宙
の
分
類
で
恣
意
と
臆
測
に
基
づ
か
な
い
も
の
は
一



つ
と
し
て
な
い
。
そ
の
理
由
は
き
わ
め
て
簡
単
で
、
わ
れ
わ
れ
は
宇
宙
が
何
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
こ

の
世
界
は
」
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
は
書
い
て
い
る
、
「
あ
る
幼
な
い
神
が
創
ろ
う
と
し
て
果
さ
な
か
っ
た
最
初
の

試
作
品
で
あ
る
。
彼
は
自
ら
の
幼
稚
な
仕
事
ぶ
り
を
恥
じ
て
投
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
と
も
、
そ
れ
は
半
人
前

で
二
流
の
神
の
作
品
で
、
先
輩
た
ち
の
嘲
笑
の
的
に
な
っ
た
も
の
だ
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
年
寄
っ
て
耄
碌
し
た
よ

ぼ
よ
ぼ
神
の
製
品
で
、
そ
の
神
の
死
後
も
ま
だ
生
き
残
っ
て
い
る
…
…
」（
『
自
然
宗
教
に
関
す
る
対
話
』
Ｖ
、
一
七
七
九

年
）
。
わ
れ
わ
れ
は
も
う
一
歩
徹
底
さ
せ
て
、
宇
宙
な
る
野
心
的
言
葉
に
は
、
有
機
的
統
一
的
意
味
で
の
宇
宙
な
ど
あ
り

は
し
な
い
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
目
的
を
臆
測
せ
ね
は
な
ら
ぬ
し
、
神
の
秘

密
の
辞
書
に
録
さ
れ
た
言
葉
、
そ
の
語
義
と
語
源
を
臆
測
せ
ね
は
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。 

 

わ
れ
わ
れ
は
宇
宙
を
創
造
し
た
神
の
計
画
を
測
り
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
人
間
に
よ
っ

て
試
み
ら
れ
た
一
連
の
計
画
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
く
こ
と
ま
で
諦
め
る
必
要
は
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
が
暫
定

的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
弁
え
て
い
る
。
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
の
分
析
言
語
は
、
こ
う
し
た
計
画
の
な
か
で
少
な
か
ら
ず

賞
讃
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
相
互
に
矛
盾
し
た
曖
昧
な
類
と
種
か
ら
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

項
目
と
下
位
項
目
を
示
す
た
め
に
文
字
を
使
う
や
り
方
は
、
疑
い
も
な
く
巧
妙
な
趣
向
で
あ
る
。
「
鮭
」
な
る
語
は
、
そ

の
指
示
す
る
物
体
に
つ
い
て
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
。
そ
れ
に
照
応
す
る
ｚ
ａ
ｎ
ａ
は
（
四
〇
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
そ
れ

ら
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
分
類
に
通
暁
し
た
者
に
は
）
、
朱
み
が
か
っ
た
肉
を
も
つ
有
鱗
淡
水
魚
で
あ
る
こ
と
を
定
義
し
て
い
る
。

（
あ
る
事
物
の
名
称
を
示
す
だ
け
で
、
過
去
未
来
を
問
わ
ず
、
そ
の
事
物
の
運
命
の
細
部
が
わ
か
る
よ
う
な
言
語
を
考
案

す
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
は
不
可
能
で
は
な
い
。
） 



 
未
来
に
対
す
る
希
望
や
理
想
を
別
に
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
書
か
れ
た
言
語
論
の
な
か
で
最
も
明
断
な
も
の
は
、
た
ぶ
ん

次
に
引
く
チ
ェ
ス
タ
ト
ン
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

秋
の
森
の
色
よ
り
も
さ
ら
に
心
を
惑
わ
せ
、
さ
ら
に
名
状
し
が
た
く
、
さ
ら
に
数
多
く
の
色
彩
が
魂
に
あ
る
こ
と
を
人
は

知
っ
て
い
る
。
…
…
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
は
こ
れ
ら
の
事
物
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
人
間
の
発
す
る
雑
多
な
音
声
の

窒
息
的
体
系
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
て
の
全
音
と
半
音
を
、
そ
の
全
て
の
混
色
と
調
色
を
正
確
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
教
養
あ
る
株
式
仲
買
人
な
ら
誰
で
も
、
彼
自
身
の
恣
意
的
な
音
声
体
系
に
よ
っ
て
、
記
憶
の
神
秘
、

欲
望
の
苦
悶
を
こ
と
ご
と
く
表
現
す
る
内
面
的
音
声
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
の
だ
（
『
Ｇ
・
Ｆ
・

ウ
ォ
ッ
ツ
』
一
九
〇
四
年
・
八
八
頁
）。 

  

註 

 

＊
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ル
イ
ス 

ボ
ヘ
ミ
ア
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
五
世
と
英
国
王
ジ
ェ
イ
ム
ズ
一
世
の
娘
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
間
の
長

子
。 

＊
英
国
王
立
協
会
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
イ
）
イ
ギ
リ
ス
最
古
の
学
術
団
体
。
一
六
四
五
年
創
設
。 

＊
Ｐ
・
Ａ
・
ラ
イ
ト
・
ヘ
ン
ダ
ソ
ン 

未
詳
。 



＊
フ
リ
ッ
ツ
・
マ
ウ
ト
ナ
ー
（
一
八
四
九 

│ 

一
九
二
三
）
ド
イ
ツ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
作
家
。
パ
ロ
デ
ィ
や
諷
刺
に

独
得
の
才
を
発
揮
し
た
。 

＊
Ｅ
・
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
パ
ン
ク
ハ
ー
ス
ト
（
一
八
八
二 

│ 

一
九
五
八
） 

イ
ギ
リ
ス
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
。 

＊
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
・
ホ
グ
ベ
ン
（
一
八
九
五 

│ 

一
九
七
五
） 

イ
ギ
リ
ス
の
自
然
科
学
者
。
専
門
的
著
作
の
他
に
、
啓

蒙
的
な
科
学
書
を
書
い
て
い
る
。 

＊
《
ヴ
ォ
ラ
ビ
ユ
ツ
ク
》
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
聖
職
者
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
が
一
八
八
〇
年
に
考
案
し
た
国
際
語
。 

＊
《
イ
ン
テ
ル
リ
ン
グ
ア
》
イ
タ
リ
ア
の
数
学
者
・
言
語
学
者
ペ
ア
ノ
が
一
九
〇
三
年
に
考
案
し
た
。
ラ
テ
ン
語
の
語
彙

と
文
法
を
簡
略
に
し
た
も
の
。 

＊
ス
ペ
イ
ン
王
立
言
語
ア
カ
デ
ミ
ー 
ス
べ
イ
ン
語
を
改
良
純
化
す
る
目
的
で
一
七
一
三
年
創
立
。
国
語
辞
典
（
一
七
二

六
年
以
来
）
、
文
法
（
一
七
七
一
年
以
来
）、
古
典
の
テ
ク
ス
ト
な
ど
を
刊
行
し
て
い
る
。 

＊
ポ
二
フ
ァ
シ
オ
・
ソ
ト
ス
・
オ
チ
ャ
ン
ド 
未
詳
。 

＊
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
ー
ン
博
士
（
一
八
一
二 

│ 

八
一
）
ド
イ
ツ
の
言
語
学
者
、
神
話
学
者
。 

＊
「
善
知
の
天
楼
」
未
詳
。 

  

『
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
の
分
析
言
語
』
ボ
ル
ヘ
ス 

中
村
健
二
訳 

（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
読
み
込
み
。
粗
修
正
済
み
） 


